
事 項 デルフィニウムにおけるフザリウム属菌による茎腐症状の特徴

平成20年に県内のデルフィニウムで茎腐症状を示す株が確認された。病原を調査した結
ね ら い 果、フザリウム属菌によるものであることが明らかとなったので、その特徴を示し、診断

と防除対策上の参考に供する。
１ 発生状況

発生地点：津軽地域３地点３農家圃場
作型：無加温ハウス栽培（４月下旬定植）

指 時期：７月上旬～８月下旬頃
品種：エラータム系品種「パシフィックジャイアント系の白」「スカイスピアー」「ブ

導 ルースピアー」「アメジストスピアー」
発生割合：１～50％

参
２ 病徴

考 (1) 初め幾つかの葉の萎凋、黄化が現れ、やがて株全体の萎凋へ進行する。この時、茎
を切断すると、維管束の褐変が認められる。株の萎凋とともに茎の黒変が現れ、黒変

内 部表面にはかびが発生することもある。株はやがて枯死する。萎凋した株を引き抜く
と、根に黒変や褐変が認められる。

容 (2) リゾクトニア属菌による立枯病と異なる主な点は、①株全体の萎凋が見られる個体
でも引き抜いた場合に比較的根が残っている、②茎の黒変部にみられるかび状の部分
を検鏡するとフザリウム属菌特有の大型分生子が認められる（写真４）、の２点であ
る。

３ 病原菌
病斑部から分離した菌について、胞子懸濁液による浸根接種、胞子形態の観察、遺

伝子塩基配列の比較を行った結果、病原菌はFusarium oxysporumと同定された。この
菌は土壌伝染性の病原菌であるため、被害植物残渣とともに土壌中に残り、寄主植物
の栽培にともなって胞子が発芽し、根部から感染する。

４ 防除対策
(1) 被害株は、早急に抜き取り適正に処分する。
(2) 連作を避ける。
(3) 機械作業等による汚染土壌の移動を防ぐ。
(4) 発病圃場で使用した資材は、廃棄するか充分洗浄する。

期 待 さ れ る 効 果 デルフィニウムにおける茎腐症状の原因と特徴を明らかにすることにより、早期発見が
可能となり、被害拡大を防止することができる。

利用上の注意事項
問 い 合 わ せ 先 農林総合研究所 病虫部（0172-52-4314） 対 象 地 域 県下全域
（電話番号）
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【根拠となった主要な試験結果】

写真４ 茎病斑部の大型分生子
（バーは10μm）

写真２ デルフィニウムの
茎腐症状

写真１ デルフィニウム
の茎腐萎凋症状 写真３ デルフィニウムの根の黒変及

び萎凋症状（胞子懸濁液による浸
根接種）〔左が健全株、右が接種株〕


